
  今年の卒業式は、一部の生徒の問題行動が

影響することが懸念されていましたが、問題

なく終えることができました。日ごろから地

域に迷惑をかける行為も多く、地域の方々も

心配されていました。ご来賓の立川市教育委

員長職務代理者の田中健一様からは「本当に

感動的な卒業式でした。」また、滝ノ上会館

管理運営委員長の中野誠一様からも「とても

良い卒業式でした。安心しました。」とお言

葉をいただきました。 

 私は、予行練習において「３年生の君たち

が主役の卒業式であると同時に、義務教育を

終了させる保護者の卒業式でもあり、地域の

中の学校として地域の方々の卒業式、そして、

下級生達に伝統や校風を引き継ぐ儀式として

しっかりした気持ちで卒業式に臨んで欲し

い。」と話しました。式当日はしっかりやっ

てくれると信じ、その期待通り厳粛な中にも

感動を共感する式となりました。元生徒会長

の鷹取君は、答辞の中で「色々と迷惑をかけ

てすみませんでした。」と、代表して謝罪の

言葉を述べるなど、思いの深さが伝わってき

ました。 

 以前、３年生の感想文に、「私達は、学校

や先生達にとても多くの迷惑をかけている

し、下級生の模範にもなっていない。だから、

早く卒業しなければいけない。」という淋し

い内容が書かれていました。私は、この内容

を３年の学年集会で、こうして心を痛めてい

る生徒が多くいることを話しました。しかし、

その後も破損行為や教師への暴言が続きまし

た。１２月にはＰＴＡの学校応援団がつくら

れ教職員も勇気づけられました。しかし、課

題を抱える生徒の保護者から協力を得ること

は難しい状況でした。 

 卒業式後、「終わりよければすべて善し」

とおっしゃっていただいた方がおりました。

確かに儀式として整然とした趣のある卒業式

でした。しかし、私たちは、教育活動を通し

て結果よりも失敗しても繰り返し頑張る直向

きな努力の過程の大切さを教えています。ほ

とんどの生徒がそのことに気付いて努力をし

ました。しかし、課題を抱える生徒の３年間

の問題行動は、中学生だからといって許され

る行為では決してありません。また、私達教

師も、正義感のある生徒達がいても自治的な

力を高め自浄作用の働く集団作りができなか

った指導の非力さを感じています。 

 来年度の学校経営方針の中に、「学級・学

年経営においてリーダーを育て、正義感を培

い、生徒同士が互いに注意し合える人間関係

を基に、問題に対して自浄作用が働く取組を

行なう。」を新たに加えました。来年度は、

３年生を先頭に、再生のスタートを切ってく

れることを心から信じ、期待しています。 

 保護者の皆様、この一年間、教育活動にご

理解・ご支援をいただきありがとうございま

した。今後とも、本校の発展のためにご協力

をいただけますようお願いを申し上げます。 
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立川市では平成 21 年度より中学校にハー

トフルフレンドが派遣されるようになり、3

月で2年目を終えるところになります。ハー

トフルフレンドは、子どもたちの姉・兄に近

い世代として、先生とは違った立場で子ども

たちと触れ合い、相談にのる等の役割を担っ

ています。私は昨年度からハートフルフレン

ドとして活動しており、今年度は週1回木曜

日に来校していました。各学校によってハー

トフルフレンドの活動には違いもみられるよ

うですが、第八中学校での主な活動としては、

①昼休み・放課後における相談室での活動、

②授業内での学習支援、③月に一度のお便り

配布、を行っています。 

① 昼休み・放課後における相談室での活

動では、基本は子どもたちが自由に来室でき

る形をとっていますが、事前に予約をするこ

とで他の人に聞かれずに相談できるようにも

しています。相談室には柔らかいソファや囲

碁・将棋等がおいてあり、来室する子どもた

ちはそうした道具で遊んだり、雑談してゆっ

くり過ごすなど、ほっと一息つける場所とし

て利用される様子がみられます。 

② 授業内での学習支援では、先生方との

お話の中で決められたクラスに入り、教室の

中での子どもたちの様子を見たり、学習のお

手伝いをしています。また、相談室に来室し

ない子どもたちとの関わりも大切にし、身近

に感じてもらうことで、何か困ったときがあ

った時には必要に応じて利用してもらえれば

と思いながら活動しています。 

③ 月に一度のお便りでは、ハートフルフ

レンドの来校日を知らせたり、いつでも相談

室の予約ができるように予約カードをつけて

配布しています。また、子どもたちが学校生

活を送る上で少しでも役に立てればと思い、

心理学の考え方を紹介したコラムものせてい

ます。 

思春期の子どもたちは大人への反発と依存

の間で揺れ動いたり、友だち関係ではお互い

の共通性や同質性に重点を置き、それにそぐ

わない相手を仲間はずれにしようとしたり、

仲間はずれにされないために頑張って相手に

合わせようとするなどの発達的な特徴がある

といわれています。そのような中で、子ども

たちがストレスを溜め込まずに発散できるよ

う、大人・友だちとも少し違う、子どもたち

をサポートする存在の一員としてハートフル

フレンドがい

ます。来年度も

子どもたちの

悩みに向き合

いお手伝いし

ていきたいと

思いますので、

どうぞよろし

くお願い致し

ます。 

 

ハートフルフレンドの活動を振り返って  
                  ハートフルフレンド 豊田 陽子 

 

〔４月の主な予定〕 

４月６日（水）着任式、始業式、午後入学式 

       ※８：００～８：１５に登校 

４月７日（木）対面式、総合ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ 

       教科書配布 

４月 11 日（月）生徒会ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ 

        給食開始（２，３年） 

４月 12 日（火）２年保護者会 

４月 14 日（木）３年保護者会 

４月 18 日（月）認証式 

４月 19 日（火）１年保護者会 

４月 20 日（水） 一斉委員会 

４月 21 日（木） 身体計測 

４月 22 日（金） 離任式 

４月 28 日（木） 眼科検診、ＰＴＡ総会  


